
予
算
の
編
成
方
針

　

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
歳
入
は
、

特
に
町
税
に
つ
い
て
、
現
下
の
厳
し
い
経
済

情
勢
の
影
響
に
よ
る
給
与
所
得
の
低
下
や
企

業
収
益
の
悪
化
に
伴
い
、
町
民
税
の
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
利
子

割
交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
も
同

様
に
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
地
域
活
性
化
対

策
費
な
ど
の
臨
時
的
な
増
額
に
よ
り
平
成
22

年
度
は
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま

で
臨
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
状
況
で
す
。

　

歳
出
は
、「
自
然
と
歴
史
・
文
化
が
育
む

新
し
い
生
活
拠
点　

た
わ
ら
も
と
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
像
と
し
た
田
原
本
町
第
3
次

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
4
年
目
の
取
り

組
み
と
な
り
、
そ
の
着
実
か
つ
計
画
的
な
推

進
の
た
め
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
の
財
政
負
担
の
増
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
が
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
減
少
に
転
じ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
依
然
と

し
て
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
扶
助
費
の
増
な
ど
経
常
的
な

経
費
の
負
担
増
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

自
立
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

町
税
な
ど
の
収
入
確
保
に
積
極
的
に
努
め
、

人
件
費
の
抑
制
を
は
じ
め
、
一
般
財
源
の
枠

配
分
方
式
の
実
施
な
ど
引
き
続
き
行
政
改
革

を
推
進
し
、
限
り
あ
る
財
源
を
、
重
点
的
か

つ
効
率
的
に
配
分
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

予
算
の
全
体
像

予
算
総
額
は

前
年
度
比
3
・
1
％
増
の

1
8
6
億
5
2
3
5
万
4
千
円

　

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会

計
」、
そ
し
て
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く

町税 36億 4336 万 4千円町税 36 億 4336 万 4千円
（36.5％）（36.5％）

地方交付税地方交付税
24億 4800 万円24 億 4800 万円
（24.6％）（24.6％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
2億 5140 万円2億 5140 万円
（2.5％）（2.5％）

地方譲与税地方譲与税 1億 110 万円（1.0％）1億 110 万円（1.0％）
地方特例交付金 5400 万円（0.5％）地方特例交付金 5400 万円（0.5％）
自動車取得税交付金 3540 万円（0.4％）自動車取得税交付金 3540 万円（0.4％）
利子割交付金 1520 万円（0.2％）利子割交付金 1520 万円（0.2％）
配当割交付金 1090 万円（0.1％）配当割交付金 1090 万円（0.1％）
交通安全対策特別交付金 700 万円（0.1％）交通安全対策特別交付金 700 万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金 300 万円（0.0％）株式等譲渡所得割交付金 300 万円（0.0％）

歳入

99 億
7000 万円

自
主
財
源

依
存

財

源

自主財源

依存財源

43.5％

56.5％

県支出金県支出金
6億 5737 万 4千円6億 5737 万 4千円
（6.6％）（6.6％）

町債 8億 3240 万円町債 8億 3240 万円
（8.3％）（8.3％）

国庫支出金国庫支出金
12億 1510 万 2千円12 億 1510 万 2千円
（12.2％）（12.2％）

分担金分担金及び負担金1億7733万 6千円（1.8％）及び負担金1億7733万 6千円（1.8％）
諸収入 4295 万 8千円（諸収入 4295 万 8千円（0.4％）0.4％）
財産収入 1877 万円（0.2％）財産収入 1877 万円（0.2％）
寄附金 100 万 1千円（0.0％）寄附金 100 万 1千円（0.0％）
繰入金 48万 6千円（0.0％）繰入金 48万 6千円（0.0％）

繰越金繰越金
2億円2億円
（2.0％）（2.0％）

使用料及び手数料使用料及び手数料
2億 5520 万 9千円2億 5520 万 9千円
（2.6％）（2.6％）

2

平
成
平
成
2222
年
度
予
算
が
決
定

年
度
予
算
が
決
定

厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
る
減
収
を
見
込
み
、
重
点
的
・
効
率
的
に
財
源
を
配
分

厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
る
減
収
を
見
込
み
、
重
点
的
・
効
率
的
に
財
源
を
配
分
　　

33
月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
第

月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
第
11
回
定
例
会
で
、
予

回
定
例
会
で
、
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
に
基
づ
い
て
、
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

　

こ
の
予
算
に
基
づ
い
て
、
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
月
は
、
予
算
の
編
成
方
針
、

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
月
は
、
予
算
の
編
成
方
針
、

予
算
の
全
体
像
、
主
な
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

予
算
の
全
体
像
、
主
な
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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3

「
水
道
事
業
会
計
」か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
町
の
各
会
計
予
算
総
額
は
、

1
8
6
億
5
2
3
5
万
4
千
円
と
な
り
、
昨

年
度
に
比
べ
て
5
億
6
2
6
5
万
8
千
円

（
3
・
1
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　

一
般
会
計
予
算
は
99
億
7
0
0
0
万
円

で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
る
と

4
億
7
3
0
0
万
円
（
5
・
0
％
）
増
加
し

た
予
算
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
収
入
の
主
な
も
の
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
町
税
で
す
。
現
下
の
厳
し
い
経

済
情
勢
の
影
響
に
伴
う
給
与
所
得
な
ど
の
低

下
に
よ
る
個
人
所
得
割
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
よ
り
1
億
1
5
0
7
万
9
千
円
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
総
額
が
増
に
な
っ
た
こ

と
や
、
町
税
な
ど
の
収
入
の
減
収
に
伴
う
増

な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
5
7
0
0
万
円
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手

当
負
担
金
や
地
域
活
力
基
盤
創
造
交

付
金
な
ど
の
増
に
よ
り
前
年
度
よ
り

4
億
1
7
2
2
万
8
千
円
の
増
収
、
町
債

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
増
に
よ
り

2
億
2
3
5
0
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

一
方
、
平
成
22
年
度
の
事
業
費
の
大
き
な

も
の
と
し
て
は
、
子
ど
も
手
当
や
保
育
所
運

営
費
な
ど
の
児
童
措
置
費
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
、
山
辺
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
費
分
担
金
、
道
路
新
設
改
良
事
業
、

公
債
費
の
償
還
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

科目
平成
22年度

平成
21 年度

増減率
（％）

民生費 2 ,749 ,463 2 , 316 , 139 18 . 7
公債費 1 ,619 ,361 1 , 783 , 342 △ 9 . 2
総務費 1 ,332 ,306 1 , 311 , 341 1 . 6
土木費 1 ,212 ,969 1 , 361 , 293 △ 10 . 9
教育費 1 ,201 ,801 1 , 018 , 553 18 . 0
衛生費 1 ,014 ,716 871 , 645 16 . 4
消防費 511 ,211 486 , 673 5 . 0
農林水産業費 149 ,795 169 , 807 △ 11 . 8
議会費 134 ,099 129 , 729 3 . 4
商工費 29 ,279 33 , 478 △ 12 . 5
予備費 15 ,000 15 , 000 0 . 0
合計 9 ,970 ,000 9 , 497 , 000 5 . 0

科目
平成
22年度

平成
21 年度

増減率
（％）

町税 3 , 643 , 364 3 , 758 , 443 △ 3 . 1
地方交付税 2 , 448 , 000 2 , 391 , 000 2 . 4
国庫支出金 1 , 215 , 102 797 , 874 52 . 3
町債 832 , 400 608 , 900 36 . 7
県支出金 657 , 374 552 , 236 19 . 0
使用料及び
手数料

255 , 209 258 , 682 △ 1 . 3

地方消費税
交付金

251 , 400 289 , 000 △ 13 . 0

繰越金 200 , 000 250 , 000 △ 20 . 0
分担金及び
負担金

177 , 336 171 , 213 3 . 6

地方譲与税 101 , 100 109 , 600 △ 7 . 8
地方特例
交付金

54 , 000 48 , 400 11 . 6

諸収入 42 , 958 52 , 225 △ 17 . 7
自動車取得税
交付金

35 , 400 35 , 500 △ 0 . 3

財産収入 18 , 770 21 , 061 △ 10 . 9
利子割交付金 15 , 200 23 , 400 △ 35 . 0
配当割交付金 10 , 900 13 , 800 △ 21 . 0
交通安全対策
特別交付金

7 , 000 8 , 500 △ 17 . 6

株式等譲渡
所得割交付金

3 , 000 5 , 400 △ 44 . 4

寄附金 1 , 001 1 , 001 0 . 0
繰入金 486 100 , 765 △ 99 . 5

合計 9 , 970 , 000 9 , 497 , 000 5 . 0

■一般会計予算（平成 21年度との比較表）

歳出

99 億
7000 万円

民生費民生費
2727 億億 49464946 万万 33 千円千円
（（27.627.6％）％）

公債費公債費
1616 億億 19361936 万万 11 千円千円
（（16.216.2％）％）

総務総務費費
1313 億億 32303230 万万 66 千円千円
（（13.413.4％）％）

土木土木費費
1212 億億 12961296 万万 99 千円千円
（（12.212.2％）％）

教育費教育費
1212 億億 180180 万万 11 千円千円
（（12.112.1％）％）

衛生費衛生費
1010 億億 14711471 万万 66 千円千円
（（10.210.2％）％）

消防費消防費
55億億 11211121 万万 11 千円千円
（（5.15.1％）％）

農林水産業費農林水産業費11億億49794979万万55千円（千円（1.51.5％）％）
議会費 1議会費 1億億 34093409 万万 99 千円（千円（1.1.33％）％）
商工費 2927商工費 2927 万万 99 千円（千円（0.30.3％）％）
予備費 1500予備費 1500 万円（万円（0.20.2％）％）

歳入

歳出 （単位：千円）

特 集 平成 22 年度予算 問　財政課☎ 34・2072

（単位：千円）



特
別
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

療
養
給
付
費
や
高
額
療
養
費
な
ど
の
保
険

給
付
費
の
増
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
老
人

保
健
拠
出
金
、
共
同
事
業
拠
出
金
の
減
な

ど
で
前
年
度
比
7
2
3
7
万
7
千
円
（
2
・

3
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
集
団
健
診
や
自
己

負
担
金
の
引
き
下
げ
（
1
5
0
0
円
か
ら

5
0
0
円
へ
）
を
実
施
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金

の
納
付
、
各
種
申
請
や
届
出
の
受
付
、
保
険

証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務
や
保
険
料
の

徴
収
な
ど
の
事
務
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
な
ど
の
増
で
前
年
度
比

3
8
3
5
万
6
千
円
（
11
・
8
％
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う

清
算
業
務
の
み
を
行
う
た
め
、
前
年
度
比

2
0
1
1
万
4
千
円
（
△
72
・
3
％
）
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
精
算
業
務
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

で
終
了
す
る
予
定
で
す
。

会計 平成22年度（千円）平成21年度（千円） 増減率
一般会計 9 , 970 , 000 9 , 497 , 000 5 . 0％ 

特別
会計

国民健康保険 3 , 270 , 026 3 , 197 , 649 2 . 3％ 
住宅新築資金等貸付事業 4 , 071 8 , 444 △51 . 8％ 
公共下水道事業 1 , 679 , 066 1 , 962 , 549 △14 . 4％ 
老人保健 7 , 703 27 , 817 △72 . 3％ 
後期高齢者医療 363 , 406 325 , 050 11 . 8％ 
介護保険 2 , 016 , 718 1 , 783 , 518 13 . 1％ 
磯城郡介護認定審査会共同設置 12 , 600 13 , 750 △ 8 . 4％ 

水道事
業会計

収益的収入及び支出 808 , 272 821 , 012 △ 1 . 6％ 
資本的収入及び支出 520 , 492 452 , 907 14 . 9％ 

各会計予算総額 18 , 652 , 354 18 , 089 , 696 3 . 1％ 

■各会計予算額

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

今
年
度
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
第
4
期

事
業
計
画
の
中
間
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の

計
画
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
や
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
施
設
の
施
設
整
備
へ
の
助
成
や
保

険
給
付
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比

2
億
3
3
2
0
万
円
（
13
・
1
％
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

下
水
道
は
、
住
環
境
の
改
善
や
公
衆
衛
生

の
向
上
、
ま
た
水
質
保
全
を
図
る
う
え
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
基
盤
施
設
で
あ

り
、
現
在
、
計
画
的
に
面
的
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
公
共
下
水
道
事
業
で
整
備

面
積
9
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
で
整
備
面
積
17
・
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
的
整
備
を
行
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

　

水
道
は
、
人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
高
度

な
都
市
活
動
を
支
え
る
社
会
経
済
活
動
の
基

盤
施
設
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で
す
。

　

よ
り
一
層
、
安
全
で
安
心
で
き
る
水
を
安

定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
耐
震
化

や
老
朽
施
設
の
更
新
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業
の
紹
介

　

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
を
、
総
合
計
画

の
6
つ
の
基
本
施
策
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

共
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

施　策

01

5
億
1
5
5
8
万
円

子
ど
も
手
当
の
支
給

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
健
や
か
な
成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す

る
観
点
か
ら
、
今
年
度
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
一
人
当
た
り
月
額

1
万
3
千
円
の
子
ど
も
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

3
9
2
万
円

つ
ど
い
の
広
場
を
開
設

　

地
域
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
主

に
乳
幼
児
（
0
〜
3
歳
）
の
子
育
て
親
子
が
、

気
軽
に
交
流
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
場
と
な
る
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
開
設

し
ま
す
。

4
6
5
0
万
円

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

　

現
在
、
助
成
対
象
を
就
学
前
の
す
べ
て
の

乳
幼
児
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
8
月
か
ら
、
入
院
に
か
か
る
医
療
費

24



に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
小
学
校
卒

業
ま
で
の
児
童
を
新
た
に
対
象
と
す
る
拡
大

を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

●
福
祉
医
療
費
貸
付
金　
　
　

3
0
0
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
2
7
8
万
3
千
円

●
自
立
支
援
介
護
・
訓
練
等
給
付
費
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
億
5
4
0
万
円

●
磯
城
郡
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　

補
助
金　
　
　
　
　
　
　

1
3
5
0
万
円

●
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　

5
億
4
3
9
4
万
7
千
円

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
7
1
万
3
千
円

●
妊
婦
健
康
診
査
助
成　
　

2
5
5
0
万
円

●
国
保
中
央
病
院
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

1
億
8
7
0
0
万
6
千
円

●
小
児
深
夜
救
急
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
1
7
万
6
千
円

●
産
婦
人
科
一
次
救
急
体
制
整
備
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

98
万
4
千
円

●
休
日
応
急
診
療
所
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
2
6
万
6
千
円

人
が
活
き
い
き
と
輝
く

ま
な
び
の
ま
ち
づ
く
り

施　策

02

9
7
6
万
8
千
円

少
人
数
学
級
編
制
の
実
施

　

幼
稚
園
、
保
育
園
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
度
か
ら

小
学
1
年
生
の
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
で
、
30
人

を
基
準
と
す
る
少
人
数
学
級
編
制
を
、
県
の

制
度
活
用
や
町
費
負
担
教
員
の
配
置
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

1
億
4
6
2
1
万
円

小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
事
業

　

教
育
現
場
で
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や

災
害
時
に
お
け
る
避
難
施
設
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
に
計
画
的
に
耐
震
化
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
田
原
本
小
学
校
本
館
・
東
館

校
舎
と
田
原
本
中
学
校
本
館
校
舎
の
耐
震
工

事
を
、
ま
た
東
小
学
校
北
館
・
給
食
室
な
ど

の
校
舎
、
南
小
学
校
南
館
校
舎
、
平
野
小
学

校
中
館
校
舎
の
次
年
度
以
降
の
耐
震
補
強
に

向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

1
3
1
7
万
円

小
中
学
校
の
机
・
椅
子
の
更
新
事
業

　

教
科
書
の
大
判
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新

し
い
規
格
の
机
・
椅
子
を
今
年
度
か
ら
3
年

計
画
で
高
学
年
か
ら
順
次
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
今
年
度
は
、
小
学
5
・
6
年
生
と
中
学

3
年
生
の
机
・
椅
子
を
更
新
し
ま
す
。

2
1
1
0
万
円

唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
整
備
事
業

　

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
整
備
に
つ
い
て

は
、
公
有
化
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

昨
年
度
か
ら
本
格
的
な
整
備
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
一
部
造

成
工
事
を
行
い
、
ま
た
史
跡
地
内
の
水
路
の

付
け
替
え
の
た
め
の
実
施
設
計
な
ど
に
着
手

し
、
史
跡
公
園
と
し
て
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

●
い
じ
め
不
登
校
対
策
・
特
別
支
援
教
育
支

　

援
員
の
配
置　
　
　

1
2
7
1
万
5
千
円

●
地
域
子
ど
も
教
室
の
開
催　

2
0
0
万
円

●
中
央
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
に
係
る
実
施

　

設
計　
　
　
　
　
　
　
　

1
0
0
0
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業　

8
0
5
万
2
千
円

●
図
書
館
事
業　
　
　

6
9
1
9
万
2
千
円

●
唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　

7
0
4
万
8
千
円

●
唐
古
・
鍵
遺
跡
公
有
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
8
1
2
万
円

●
人
権
啓
発
総
務
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
1
1
7
万
3
千
円

都
市
基
盤
が
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り

施　策

03

1
5
3
9
万
3
千
円

田
原
本
駅
周
辺
市
街
地
整
備
推
進
事
業

　

田
原
本
駅
周
辺
整
備
推
進
事
業
が
完
了
し
、

町
の
玄
関
口
で
あ
る
近
鉄
田
原
本
駅
・
西
田

原
本
駅
前
に
広
場
が
完
成
し
、
今
年
3
月
か

ら
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
駅
前
広
場
を
核
と
し
た
周

辺
の
市
街
地
の
整
備
に
向
け
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
周
辺
市
街
地
の
整

備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

特 集 平成 22 年度予算

5

▲史跡公園として整備される唐古・鍵遺跡

▲子どもが健やかに成長できるように



5
0
0
万
円

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
補
助
金

　

今
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
社

会
に
伴
う
交
通
弱
者
対
策
、
田
原
本
駅
周
辺

の
活
性
化
を
促
す
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
協
議
会
を
設
け
、「
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
持
続
可

能
で
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
地
域
公
共
交

通
を
目
指
し
、
実
証
運
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

1
億
6
0
0
0
万
円

小
阪
富
本
線
踏
切
改
良
工
事

　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
西
八
尾
付
近
の
踏
切
改
良
は
、
今

年
度
か
ら
2
年
で
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
近
鉄
橿
原
線
石
見
8
号
踏
切
を
、

次
年
度
で
近
鉄
田
原
本
線
西
田
原
本
3
号
踏

切
の
改
良
を
行
い
ま
す
。

3
億
9
0
5
1
万
6
千
円

水
道
施
設
改
良
事
業

　

よ
り
安
全
で
安
心
な
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
、
水
道
施
設
や
機
器
の
保
守
点
検
、

改
良
な
ど
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
配

水
池
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
併

せ
て
応
急
給
水
栓
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
自
己
水
の
安
定
確
保
の
た
め
の
井
戸
新

設
工
事
を
は
じ
め
、
配
水
管
な
ど
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

●
道
路
新
設
改
良
及
び
維
持
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
億
1
3
0
6
万
2
千
円

　
　
（
小
阪
富
本
線
踏
切
改
良
工
事
を
除
く
）

●
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
0
0
万
円

●
一
般
下
水
路
事
業　

2
8
0
8
万
4
千
円

●
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
億
9
3
4
6
万
6
千
円

●
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　

3
億
7
4
1
4
万
5
千
円

快
適
に
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

施　策

04

2
0
0
万
円

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
組
織
的
な

防
災
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動
を
引
き
続
き
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

1
0
0
0
万
円

同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　

現
在
、
通
信
衛
星
に
よ
る
地
震
・
気
象
情

報
な
ど
を
受
信
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
受
信
設
備
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
や
災
害
時
に
お
け
る
避
難

情
報
な
ど
を
住
民
に
速
や
か
に
伝
達
す
る
た

め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
同
報
系
防

災
行
政
無
線
の
整
備
に
も
今
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
無
線
の
整
備
の
た
め
の

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

1
4
3
万
2
千
円

放
置
自
転
車
対
策

　

本
年
3
月
か
ら
施
行
の
「
自
転
車
等
の
放

置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
放
置
禁

止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
な
ど

に
つ
い
て
撤
去
を
行
う
な
ど
、
放
置
自
転
車

な
ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

●
町
資
源
回
収
団
体
育
成
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
0
0
万
円

●
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
2
3
万
円

●
山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
費
分
担
金

　
　
　
　
　
　
　

4
億
8
7
6
4
万
9
千
円

●
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
5
0
万
円

活
力
湧
き
出
る

産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

施　策

05

1
4
4
5
万
9
千
円

農
業
基
盤
対
策
事
業9

8
7
万
9
千
円

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

3
2
3
0
万
円

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
交
付
金
事
業

　

良
好
な
田
園
維
持
と
効
率
的
な
農
業
の
推

進
を
図
る
た
め
、
農
道
、
水
路
な
ど
の
生
産

基
盤
整
備
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

▲駅周辺に放置されている自転車
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特 集 平成 22 年度予算

5
5
1
万
5
千
円

中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
融
資
制
度
の

実
施

　

町
内
商
工
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
引

く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
依
然
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
運
転
・
設

備
・
改
造
資
金
が
必
要
な
中
小
企
業
者
に
対

す
る
資
金
融
資
制
度
を
、
融
資
額
上
限
の
拡

大
や
借
り
換
え
制
度
の
導
入
な
ど
、
現
行
制

度
の
拡
充
を
図
り
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

●
農
業
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
3
6
0
万
1
千
円

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
3
9
万
円

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　

1
7
9
万
8
千
円

●
商
工
振
興
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
8
0
万
円

●
観
光
事
業　
　
　
　
　

4
8
8
万
9
千
円

●
磯
城
の
里　

古
代
ロ
マ
ン
探
訪
ウ
ォ
ー
ク

　

実
行
委
員
会
負
担
金　
　
　
　
　

50
万
円

効
率
的
な
計
画
推
進
を

め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

施　策

06

8
3
0
万
円

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

行
政
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
施
策
や
事

務
事
業
の
目
標
達
成
度
や
費
用
対
効
果
を
客

観
的
に
評
価
し
、
継
続
的
な
業
務
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
の

実
現
の
た
め
、現
在
、事
務
事
業
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
事
務
事
業
評
価
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

3
3
6
万
円

人
事
評
価
制
度
の
構
築

　

公
務
員
制
度
は
、
能
力
・
実
績
に
基
づ
く

人
事
管
理
を
基
本
と
す
る
成
績
主
義
が
原
則

で
す
。
町
で
も
、
こ
の
原
則
に
の
っ
と
っ
た

新
し
い
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
そ

の
結
果
を
人
事
管
理
の
基
礎
と
す
る
制
度
の

円
滑
な
導
入
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
前
年
度
に
策
定
し
た
人
材
育

成
基
本
方
針
に
の
っ
と
っ
て
、
具
体
的
な
制

度
構
築
を
図
り
、
次
年
度
で
の
試
行
運
用
を

目
指
し
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業

●
奈
良
県
基
幹
シ
ス
テ
ム
共
同
化
検
討
会
負

　

担
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
0
0
万
円

●
自
治
振
興
補
助
金　
　
　

1
5
0
0
万
円

●
国
勢
調
査
の
実
施　

1
2
4
4
万
2
千
円

●
地
域
公
民
館
等
建
築
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
5
0
万
円

▲たわわに実る稲穂

30 万 3954円の内訳

※ 99 億 7000 万円（平成 22 年度一般会計
歳出予算）を 32,801 人（平成 22 年 3 月 1
日の住民基本台帳人口）で割った額です。

住民 1人当たりに対する
一般会計歳出予算額

●民生費 8万 3822 円
高齢者・障がいのある人・児童など福祉
全般の充実

●公債費 4万 9369 円
大きな事業を行うために国などから借り
入れたお金「町債」の返済

●総務費 4万     618 円
町の全般的な管理経費や自治振興など

●土木費 3万 6980 円
道路・河川・公園などの施設の整備

●教育費 3万 6639 円
教育・文化・スポーツの振興

●衛生費 3万    936 円
検診や予防接種、ごみ・し尿の収集処理
など

●消防費 1万 5585 円
消防や防災対策

●その他 1万　　  5 円
農業の振興対策や農道・農業用水路の整
備、議会の運営、商工業・観光の振興

7

予算書を予算書を
閲覧できます閲覧できます
　予算書を情報コーナー（町　予算書を情報コーナー（町
役場 2階）、図書館で見るこ役場 2階）、図書館で見るこ
とができます。とができます。


